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かばさわ洋平チャンネル
登録者数 30,026名

●かばさわ議員 おゆみ野中央３丁目地区の住民から、反対署名が284筆、自治会の
世帯数では75％にも及ぶ世帯が反対の意を表明している。2回開催された説明会では
質問に対して「持ち帰る」という回答が多く、住民の理解が進んでいるとはいえない事
態である。自治会の約8割に及ぶ住民反対の意思をどのように受け止めているのか、
２回の説明会で住民理解は得られたと考えるのかどうか、本市の見解を伺う。

■都市局長 当地区の計画に対し、反対の意思を示されている住民の方々がいることは
認識している。説明会では御意見や御質問があったと報告を受けており、事業者による
丁寧な説明が必要であると考えている。

おゆみ野葬祭場住民の声を

●かばさわ議員 おゆみ野地域への３か所の葬祭場計画には住
民から反対の声も多く、また説明会でも住民理解が図られてい
ないため、事業者へ計画地変更含め、住民に寄り添った対応を
図るよう指導すべきだ。また、葬祭場の事前計画段階で住民説
明会を開催する、自治会と協定を締結するなど、荒川区のよう
に適切に住民理解を図るよう指導要綱改正の検討を求める。

■都市局長 事業者に対しては、本市への事前相談の段階から、
要綱に基づき、住民へ個別説明を行った上で、要望があれば説明
会を開催するよう求めるなどしてきたところであり、周辺住民の
理解が得られるような丁寧な対応を行うことを指導していく。ま
た、要綱を直ちに見直す予定はないが、他自治体の事例も参考に
しながら、事前計画段階における地域への情報提供や住民説明
のあり方等について研究していく。

動物の命守る新たな愛護センターを
●かばさわ議員 令和10年度開設予定で若葉区高品町へ整備される
（仮称）動物愛護センターは、譲渡促進のためのふれあい室の整備、動物
福祉の向上、多頭飼育崩壊時も受入可能なように猫の収容頭数の拡充
を求めてきたが、整備内容について伺う。

■保健福祉局長 譲渡促進を図るための、馴化部屋の設置、
ガラス越しに讓渡対象の猫を目にすることが出来る部屋をエ
ントランスに配置するほか、収容環境の改善として、犬猫の収
容スペースの分離や空調設備の設置などを行う。猫の収容頭
数も拡充するとともに、多頭飼育問題や災害時対応など、近
年多様化する課題にも対応可能な設計としている。

（仮称）動物愛護センター パース図 外観

（仮称）動物愛護センター パース図 １階
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企業立地予算見直し賃上げ支援を
●かばさわ議員 企業立地予算だけが右肩上がりで21億円も
血税を投入することは限られた予算配分において見直しが必
要と議会で繰り返し求めてきたが、企業立地補助金の補助額や
補助期間をどのように見直したのか、予算削減効果含め伺う。

■経済農政局長 主な見直し内容としては、固定資産税や法人
市民税など、税に係る補助期間を1年間短縮した。予算への影
響額は、令和10年度に約3億円、12年度以降には年間7億円
程度の減となるが、実際は、企業の業績動向などによって変動
するため、試算値である。

泉谷中学校老朽化・エアコン改修を
●かばさわ議員 泉谷中学校校舎は廊下の剝がれなど老朽化が進行し
ているため、早急な修繕、大規模改造工事の実施を求めますが、今後の
対応について伺う。また、今年度、体育館へのエアコン設置工事予定だ
が、音楽室と職員室は家庭用エアコンで熱中症被害が出ているため、１
日も早くエアコン工事を実施するよう求めるがどうか。

■教育次長 泉谷中学校では､今年度､屋内運動場の改修を予定しており、校舎は、限られた予算の中で優先
順位を踏まえながら検討を進めていく。各諸室の冷暖房設備は、必要に応じて増設等の対応を図っていく。

●かばさわ議員 7億円の見直しとなるのは重要な答弁だ。実質賃金は日本だけが上がっていない。賃上げ
支援に予算を振り向け、真剣に取組むよう強く要望する。

羽田空港行バス運休便の復便を
●かばさわ議員 鎌取駅・誉田駅・土気駅からの羽田空港行バスは３便が
コロナ以降に運休とされてきたが、市民から復便を求める声が届いてい
るため、羽田空港便の復便に向けて、市からの働きかけと支援を求める
が、対応を伺う。

■都市局長 バス事業者からは、羽田空港から千葉駅方面への高速バスが
相当数運行されていることや、運転手不足が続いていることから、現時点
では復便は難しいと聞いているが、事業者に地元の要望を伝えていく。

物価高騰の影響を受ける市民等
の負担を軽減するため、7月から
12月までの6か月間、上下水道使
用料の減免を実施します。
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